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７９８７年京都大学大学院工学研究科啼士後期課程怒気工学専攻研究指導認定退学、１９８７年-１９９７年開西大学工学部電気工学科所属、１９９０年京都大学工学博士ｊ９９７年京都大学大学院工学研究科電気工学専攻、
電気システム論講座電カシステム分野、助敦授、２００１年同専攻、ｌ力工学講座電力変換制御工学分野、教授。
研究プロジェクト：非線形力学とその工学的応用【非線彫システムの大賦構造の解析とそれを用いた制御に関する研究（結合系の解析をおよび制御を含む）、瞰気弾性連鎖系の阿茫ダイナミクスとその制御、カオス制御（遅
れフィードバック｜）御旧間遅れ系の理論的検討。時間空間展開法によるダイナミクスの検ｌｔＧｉｎｚｂｕｒｇ、Ｌａｎｄａｕ方程式に基づく磁東量子の安定性に関する検討１．ハワーエレクトロニクス・電カシステム関連テーマｌハ
ワーエレクトロニクス回路の動的シンセシスと解析、スイッチング回路の非線形ダイナミクスを考慮した設計論と制御法の検討、電気エネルギーシステムのハイブリッドシステム理論の観点による解析、分散電源の系低速系
岐術とマイクログリッド隋聡に係る暴礎的研究、ＳｉＣパワーデバイスの回Ｓ応用（２１ｓｔＣｅｎｔｕｒｙＣＯＥＰ朗ｅｃｔ）、二次電池の利用に係る冥験的検討。磁気浮上・超伝導・アクチュエータ関連テーｉ７【磁気ｇ上皿送システ
ムの開発、高温超電導フライホイールの力学的挙動の解析、フライホイール電力貯ｉシステムの開発の一一上搬送系の賑動解析およびその抑制、マイクロ機構の開発（アクチュエータ関係）ｌ。

オシロやグラフに結果を出すアナログ回路の演算

器です。いろいろな方程式の電子回路によるシミ

ュレータと§えばわかるでしょうか。

「カオスが確かにある」ということを示したのは、

エドワード・ローレンツの１９６３年の論文の中の奇

妙な図（ストレンジ・アトラクタ）として知られてい

ますが、その結果はデジタルコンピュータで解いた

ものです。しかし物理現象として実際に存在すると

いうことを示したのは上田先生がはじめてで、

１９６１年□月２７日に実験結果の記録があります。

もう一度言うと、アナログコンピュータは電気回路

なので、そこで起こったことは物理現象なのです。

「非線形」と「線形」。
物理現象は力学として説明できる

■

ところでりに線形。｜と「凧形」で・すか、！ｙｘし、ｊ丿にて

いただけま世んび、大ごっばｉこ昌えば、小乱工了、

機械工学で使わｎでいる法則｜よ凧形で、ある力を

入ｎてやれば、きりいこ比例する。非卵形はそうは

ならないというようなイメージが而りますが、

システムが入力値に対し比例した出力応答をす
るのか線形現象です。逆に入力を乗散倍したのに

出力が逗う、入力を足しても出力が和とならない。
これらび非線形特性です。

そしてすべてのものは非線形特性を持っている

と言って過言では有りません。ところがその特性が
必要で、線形の規則に従って処理しても少しの変

化なら大勢に彫留を与えなければ工学的に使うこ
とができます。動作点の近傍を取り出して、その傾

さを線形近似して取り扱う。非線形特性をもつ素

子には、たとえばダイオードがａ５ります。急激に電 非

振動子のモデルでも理解することができます。つ

まり水分子（振動子）に働くファンデルワールス力

をバネとして考え、分子の振動を考えるのです。こ
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のような物理化学の基本的な問題も、非線形力学

で理解することが可能となります。
原子間力顕微鏡に関連した力孚系も研究対象に

していますか、これも物質表面から探針に働く反発

力と引力をバネとして理解し、その原理を理解する
ことができるのです。もちろん非線形です。そこに

生じるダイナミクスの理解が計測や工字につなか
ります。制御は新しい物理の発見につながります。

カオス、フラクタル、同期、自己相似
というさまざまな概念

-

カオス、フラクタル、同川、自己相似とさまさ竃な概

念卜ｙ川旧されていよ剔、１つひとつは理留できよ

すが、椙互にどのように関Ｄっているのでしょうか。

その４者はそｎぞれ密接に関辿する概念ですが、
一番亜要な概念は同期ではないでしょうか。同期と

は、たとえば２つのシステムがエネルギーや信号を

授受しながら同じ状態に近づいていく現象を指し

ます。同じ状態とは、周波数が同じという概念もあ

れは、位相か同じという概念もあります。そしてカ

オスも同期するのです。カオスが同期するというこ

とは理解しにくいかもしれませんが、２つのシステ

ムか同じ状態に近づいていくのです。また、まった

く反対の状態に近づいていく現象も（反）同期と呼

ばれます。

最初の同期現象の報告は「ホイヘンスの賑り子」

です。ホイヘンスは１６５８年にはじめての振り子

時計（振り子の等時性はガリレオが１５８３年に発見）

を考案しましたが、１６６５年にホイヘンスの部屋に
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